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倍率の計算プログラム CLUSTER -n の概要を説明しそれらを用いた計算例も示している。
第 6 章は結言で以上の結果を総括したものである。
さらに軽水炉の温度係数をしらべ重水のボイド係数と対応づけてこの方法の精度の目安を得ているが
その結果が付録に示しである。
論文の審査結果の要旨
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本論文は ATR すなわち圧力管型軽水冷却重水炉に用いられているクラスタ型燃料格子系における
中性子の衝突確率の新しい計算法を提案し、同時に高速スペクトルを考慮に入れてクラスタ格子の核
特性を総合的にしらべることができるようにしたいものでボイド係数を求める有力な手段を提供して
いる。
以上の結果は原子炉工学の分野に貢献することが大であり、本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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